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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月30日(2016.8.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験体における瘻を治療するための薬剤の製造における、脂肪組織由来間質幹細胞を含
む組成物の使用であって、前記脂肪組織由来間質幹細胞が治療の対象となる被験体に対し
て同種異系である、使用。
【請求項２】
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　前記組成物に含まれる脂肪組織由来間質幹細胞の少なくとも５０％が、ＣＤ９、ＣＤ１
０、ＣＤ１３、ＣＤ２９、ＣＤ４４、ＣＤ４９Ａ、ＣＤ５１、ＣＤ５４、ＣＤ５５、ＣＤ
５８、ＣＤ５９、ＣＤ９０およびＣＤ１０５マーカーを発現するものである、請求項１に
記載の使用。
【請求項３】
　前記組成物に含まれる脂肪組織由来間質幹細胞の５％未満が、ＣＤ１１ｂ、ＣＤ１４、
ＣＤ１５、ＣＤ１６、ＣＤ３１、ＣＤ３４、ＣＤ４５、ＣＤ４９ｆ、ＣＤ１０２、ＣＤ１
０４、ＣＤ１０６および／またはＣＤ１３３マーカーを発現するものである、請求項２に
記載の使用。
【請求項４】
　前記組成物に含まれる脂肪組織由来間質幹細胞の濃度が少なくとも１０×１０６細胞／
ｍＬである、請求項２に記載の使用。
【請求項５】
　前記組成物が接着剤をさらに含んでなる、請求項２に記載の使用。
【請求項６】
　前記脂肪組織由来間質幹細胞が、ｃ－Ｋｉｔ、ビメンチンおよびＣＤ９０マーカーを発
現し、ＣＤ４、第ＶＩＩＩ因子、α－アクチン、デスミン、Ｓ－１００およびケラチンマ
ーカーを発現しないものである、請求項２に記載の使用。
【請求項７】
　前記脂肪組織由来間質幹細胞が、ＣＤ９、ＣＤ１０、ＣＤ１３、ＣＤ２９、ＣＤ４４、
ＣＤ４９Ａ、ＣＤ５１、ＣＤ５４、ＣＤ５５、ＣＤ５８、ＣＤ５９、ＣＤ９０およびＣＤ
１０５マーカーを発現し、ＣＤ１１ｂ、ＣＤ１４、ＣＤ１５、ＣＤ１６、ＣＤ３１、ＣＤ
３４、ＣＤ４５、ＣＤ４９ｆ、ＣＤ１０２、ＣＤ１０４、ＣＤ１０６および／またはＣＤ
１３３マーカーを発現しないものである、請求項２に記載の使用。
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